
　【重要！】近年、日本の夏は記録的な猛暑が続いています。厚生労働省の最新発表によると、職場で熱中症

　となり、４日以上仕事を休んだり亡くなったりした方の数は、「1,803人」　と過去最多を記録しました

　「自分は大丈夫」という油断が一番危険です。正しい知識と対策で、この暑い夏を全員で無事に乗り越えましょう

　①「室内だから安心」は間違い！
　　もっとも発生数が多いのは「製造業(工場・倉庫など）」

　冷房のない屋内や、風通しの悪い場所は、屋外と

　同じくらい危険です

　②「7月・8月」に全体の7割以上が集中
　　特に梅雨明け直後の「急に暑くなる日」は、体が暑さに

　慣れていない為、一気にリスクが高まります

　③「帰宅後」に悪化するケースも
　　仕事中はなんともなかったのに、終業後や帰宅後に 出典：「令和7職場における熱中症による死傷災害の発生状況(確定値」P1(厚生労働省)

　急に体調が悪化する事例が多発しています

①「のどが渇く前」に水分・塩分補給

　のどが渇いたと感じた時点で、脱水は始まっています。作業前・

作業中・休憩など、時間を決めて定期的に水分と塩分をとりましょう

②「おかしい」とおもったらすぐ周りに伝える

　めまい、立ちくらみ、頭痛、大量の汗、軽い吐き気は熱中症

のサインです。「周りに申し訳ない」と思わず、すぐに涼しい場所で

休憩し、現場責任者へ報告してください

③日常の体調管理が最大の防衛策

　寝不足、朝食抜き、二日酔い、風邪気味などの日は、熱中症

リスクが跳ね上がります

特に夜ふかしはさけ、しっかり睡眠をとって出勤してください

２．今月の安全衛生目標 3.派遣先で怪我をしたら！お仕事中、通勤中も含む

①安全の確保
　作業を中断し、安全確保を行う。危険が続く場合は助けを求める

②派遣先担当者へ報告

　　Youtube動画をみて、社員教育を行いました 　いつ、どこで、何をして、どのような怪我をしたのかを報告

    ご興味のある方は、QRコード及び ③派遣元担当者へ連絡

　　下記のアドレスよりご確認ください 　怪我の概要、派遣先に報告した内容を連絡

　当社で労災手続き、受診方法を案内します

④病院を受診
　派遣先又は当社の指示を確認後受診をお願いします

QR読取りできない方こちらから⇒ https://www.youtube.com/watch?v=sgx_tMvZ52M
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スタッフ皆様への大切なメッセージ

人ごとではありません！職場の熱中症対策

特に注意すべき「３つの盲点」

明日からできる！熱中症予防アクション

「アシたん」
マスコットキャラクター

https://www.youtube.com/watch?v=sgx_tMvZ52M

